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わ
が
国
の
医
薬
分
業
は
、

１
９
７
０
～
２
０
２
０
年

（
昭
和
・
平
成
の
時
代
）、
大

別
し
て
２
期
に
分
け
ら
れ
る

各
ス
テ
ー
ジ
を
経
て
進
展
し

ま
し
た
。
そ
し
て
分
業
の
進

展
に
相
ま
っ
た
形
で
、
重
要

な
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
薬
局

等
も
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

70
年
か
ら
18
年
ま
で
の
薬

局
薬
剤
師
数
お
よ
び
薬
局

数
の
推
移
は
図
の
通
り
で
し

た
。

　

93
年
、
保
険
薬
局
３
万
３

０
６
５
施
設
の
う
ち
61
・

３
％
に
当
た
る
２
万
０
２
６

９
施
設
が
請
求
薬
局
と
な

り
、
85
年
に
５
割
を
超
え
た

請
求
薬
局
の
割
合
は
初
め
て

６
割
を
超
え
ま
し
た
。
請
求

薬
局
数
は
、
現
在
ま
で
引
き

続
き
増
加
し
て
い
る
点
を
考

慮
す
れ
ば
、
図
に
示
す
２
指

標
（
薬
局
薬
剤
師
数
、
薬
局

数
）
の
増
加
基
調
は
医
薬
分

業
の
進
展
に
伴
う
も
の
と
言

え
ま
す
。

　

特
に
薬
局
薬
剤
師
数
は
、

分
業
進
展
の
第
２
ス
テ
ー
ジ

が
始
ま
っ
た
92
年
の
５
万
２

２
３
６
人
か
ら
02
年
の
10
万

６
８
９
２
人
へ
と
、
10
年
間

で
倍
増
し
ま
し
た
。
92
年
お

よ
び
18
年
の
薬
剤
師
届
出
数

（
薬
剤
師
法
）
で
見
る
と
、

総
薬
剤
師
数
は
15
・
１
万
人

か
ら
31
・
１
万
人
と
ほ
ぼ
２

倍
増
と
な
っ
て
い
る
中
、
薬

局
薬
剤
師
数
は
４
・
９
万
人

が
18
・
０
万
人
と
約
４
倍
の

増
加
で
し
た
。

　

現
在
ま
で
続
く
こ
の
増
加

基
調
は
、
い
つ
ど
の
レ
ベ
ル

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
こ
数
年
の
１

薬
局
当
た
り
の
処
方
箋
枚
数

は
１
万
３
０
０
０
枚
台
で
推

移
し
て
お
り
、
薬
局
薬
剤
師

１
人
当
た
り
の
年
間
処
方
箋

枚
数
は
13
年
以
降
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
象
は
、
分
業
に
係

る
薬
務
の
質
的
拡
大
や
在
宅

患
者
対
応
等
、
薬
局
薬
剤
師

に
求
め
ら
れ
る
業
務
の
多
様

化
・
高
度
化
が

関
与
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
第
１
ス
テ
ー
ジ
時
の
需
給

予
測

　

昭
和
の
終
盤
、
平
成
の
時

代
に
入
る
少
し
前
の
頃
で

す
。

　
「
医
薬
分
業
体
制
下
に
お

け
る
薬
剤
師
の
必
要
数
に
関

す
る
調
査
研
究
（
厚
生
行
政

科
学
研
究
１
９
８
５
）」は
、

分
業
元
年
と
称
さ
れ
た
昭
和

49
年
（
74
年
）
頃
動
き
出
し

た
分
業
進
展
の
第
１
ス
テ
ー

ジ
を
経
て
、
医
薬
分
業
気
運

の
高
ま
る
中
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
本
研
究
班
は
昭
和
70

年
代
（
95
～
05
年
）
に
医

薬
分
業
体
制
が
完
成
す
る
と

想
定
し
、
昭
和
80
年
代
（
05

年
）
前
半
の
必
要
薬
剤
師
数

に
つ
い
て
、
薬
局
関
係
10
～

13
万
人
、
病
院
・
診
療
所
関

係
11
・
６
～
14
・
８
万
人
、

医
薬
品
製
造
の
流
通
関
係
で

２
・
８
～
３
・
25
万
人
等
と

算
出
、
総
計
で
24
・
４
～
30

万
人
と
推
計
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
薬
剤
師
会
も

昭
和
59
年
（
84
年
）
３
月
、

昭
和
85
年
（
10
年
）
の
完
全

分
業
下
に
お
け
る
、
薬
局
薬

剤
師
数
は
９
万
６
６
０
０

人
、
病
院
薬
剤
師
数
は
３
万

８
０
０
０
人
と
の
需
要
予
測

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

両
者
の
予
測
で
は
、
総
薬

剤
師
数
、
病
院
薬
剤
師
数
に

相
違
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
共

に
21
世
紀
の
早
い
時
期
に
分

業
体
制
が
確
立
す
る
と
し
て

お
り
、
分
業
進
展
に
伴
う
薬

局
薬
剤
師
の
大
幅
な
増
加
を

推
計
し
て
い
ま
す
。（

続
く
）

藤井もとゆきの

ひとり言

薬
剤
師
の
需
給
推
計
⑶
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図　薬局薬剤師数と薬局数の推移
　

細
胞
に
存
在
す
る
極
微
量
の

糖
鎖
を
解
析
す
る
に
は
、
糖
鎖

情
報
を
増
幅
し
て
解
析
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
研
究
グ

ル
ー
プ
は
、
個
々
の
レ
ク
チ
ン

に
対
応
し
た
短
い
塩
基
配
列
の
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薬局に従事する薬剤師数（人）
薬局数

薬
局
数

薬
剤
師
数
（
人
）

１
９
７
０
年

１
９
８
９
年

２
０
１
８
年

89 年（度）
薬局数 36,670
薬局薬剤師数 47,387

74 年（度）
薬局数 26,012
薬局薬剤師数 30,273

98 年（度）
薬局数 44,085
薬局薬剤師数 81,220

08 年（度）
薬局数 53,304
薬局薬剤師数 135,716

18 年（度）
薬局数 59,613
薬局薬剤師数 180,415

※10年度の薬局数は宮城県と福島県相双保健福祉事務所管轄内の市町村を含まない。
※薬局薬剤師数については、医師・歯科医師・薬剤師統計の調査年以外の年は、前後の年の平均値としている。

（出典）医師・歯科医師・薬剤師統計（年末現在）、衛生行政報告例（年度末）

Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
ド
を
修
飾
、

細
胞
に
結
合
し
た
レ
ク
チ
ン
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
ド
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ

で
増
幅
し
、
次
世
代
シ
ー
ケ
ン

サ
ー
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ー
コ
ー
ド
の

数
を
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す
れ

ば
、
細
胞
の
糖
鎖
プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
を
取
得
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。

　

ま
ず
、
様
々
な
糖
鎖
に
反
応

す
る
レ
ク
チ
ン
39
種
を
選
び
、

そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

バ
ー
コ
ー
ド
を
導
入
し
た
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
を
構
築
。
こ
れ
に
細

胞
集
団
を
反
応
さ
せ
、
１
細
胞

ご
と
に
分
離
。
そ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
レ
ク
チ
ン
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ

バ
ー
コ
ー
ド
を
切
り
離
し
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
増
幅
後
、
１
個
の
細
胞
に

結
合
し
た
レ
ク
チ
ン
の
種
類
と

分
子
数
を
次
世
代
シ
ー
ケ
ン

サ
ー
で
間
接
的
に
計
測
す
る

こ
と
で
、
１
個
の
細
胞
の
糖

鎖
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
取
得
し

た
。
こ
の
方
法
を
、scGlycan-

seq

（single cell glycan sequencing

）
と
名
付
け
た
。

　

さ
ら
に
、
残
存
し
た
１
細

胞
か
ら
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
し
、

既
存
の
１
細
胞
遺
伝
子
発
現

解
析
法
で
解
析
す
る
こ
と

で
、
１
細
胞
に
発
現
す
る

糖
鎖
と
遺
伝
子
の
同
時
プ
ロ

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
技
術scGR-seq

（single cell glycan and RNA 
sequencing

）
を
開
発
し
た
。

　

次
に
、
フ
ロ
ー
サ
イ
ト
メ
ト

リ
ー
で
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
特
異
的
レ

ク
チ
ン
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
線
維

芽
細
胞
へ
の
反
応
性
を
解
析
し

た
結
果
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
特
異
的

レ
ク
チ
ン
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
結

合
し
て
い
た
が
、
線
維
芽
細
胞

に
は
反
応
し
な
か
っ
た
。
ま

た
、scGlycan-seq

法
で
調
べ

て
も
同
様
の
結
果
を
示
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、scGlycan-

seq

法
は
、
標
準
的
な
方
法
と

同
じ
結
果
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
主
成
分
分
析
を
用

い
、
39
種
の
レ
ク
チ
ン
の
１
細

胞
ご
と
の
反
応
デ
ー
タ
を
分
類

す
る
と
、
個
々
の
細
胞
は
細
胞

種
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
線
維
芽
細

胞
）
に
よ
り
明
確
に
識
別
さ
れ

た
。
ま
た
、
同
じ
細
胞
種
で

も
、
個
々
の
細
胞
の
糖
鎖
プ
ロ

フ
ァ
イ
ル
の
違
い
が
あ
っ
た
。

一
方
、
バ
ル
ク
デ
ー
タ
で
は
、

細
胞
種
で
の
糖
鎖
の
違
い
は
確

認
で
き
た
が
、
１
細
胞
ご
と
の

糖
鎖
の
違
い
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。
こ
れ
は
、scGlycan-seq

法
を
用
い
る
こ
と
で
、
１
細
胞

ご
と
の
糖
鎖
の
違
い
を
解
析
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

scGR-seq

法
を
用
い
て
、
ヒ

ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
と
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
由
来
神
経
前
駆
細
胞
を
解

析
し
た
。
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

解
析
し
た
結
果
、
い
ず
れ
か
一

方
の
細
胞
情
報
（
遺
伝
子
発
現

も
し
く
は
糖
鎖
）
だ
け
で
は
２

種
の
細
胞
種
（
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
と
神
経
前
駆
細
胞
）
を
完
全

に
は
識
別
で
き
な
か
っ
た
。
一

方
、
糖
鎖
と
遺
伝
子
発
現
両
方

の
細
胞
情
報
を
用
い
る
こ
と

で
、
二
つ
の
細
胞
種
を
正
確
に

識
別
で
き
た
。

　

最
後
に
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

と
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
神
経

前
駆
細
胞
の
１
細
胞
に
発
現
す

る
糖
鎖
と
遺
伝
子
の
相
関
解
析

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ヒ
ト

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
特
異
的
レ
ク
チ
ン

の
反
応
性
は
、
多
能
性
マ
ー

カ
ー
遺
伝
子
（
Ｐ
Ｏ
Ｕ
５
Ｆ

１
）
の
発
現
と
最
も
高
い
相
関

性
を
示
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、

神
経
前
駆
細
胞
の
分
化
に
関
与

す
る
遺
伝
子
群
と
相
関
を
示
す

新
た
な
糖
鎖
マ
ー
カ
ー
候
補
を

同
定
し
た
。scGR-seq

法
を
用

い
る
こ
と
で
、
細
胞
集
団
を
構

成
す
る
個
々
の
細
胞
の
遺
伝
子

と
糖
鎖
の
両
方
の
情
報
を
取
得

で
き
た
。

　

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
今
回
開

発
し
た
１
細
胞
糖
鎖
解
析
技
術

（scGlycan-seq

、scGR-seq

）

を
研
究
用
キ
ッ
ト
と
し
て
実
用

化
を
進
め
る
。
ま
た
、
開
発
し

た
技
術
を
用
い
て
、
個
体
、
臓

器
を
構
成
す
る
個
々
の
細
胞
の

糖
鎖
を
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
す

る
こ
と
で
、
臓
器
形
成
や
癌
微

少
環
境
な
ど
に
お
い
て
未
解
明

だ
っ
た
糖
鎖
の
役
割
の
解
明
に

取
り
組
む
。

糖
鎖
と
遺
伝
子
を
同
時
解
析

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
技
術
開
発

産総研・筑波大グループ
　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
筑
波
大
学
と
共
同
で
、
１
細
胞
の
糖
鎖
と

遺
伝
子
を
同
時
に
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
（
特
徴

を
抽
出
）
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。
こ
の
技
術

は
、
疾
患
の
原
因
と
な
る
希
少
細
胞
を
標
的
と

し
た
治
療
薬
の
開
発
や
、
再
生
医
療
に
用
い
る

細
胞
の
品
質
管
理
を
は
じ
め
様
々
な
生
命
医
学

研
究
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。


